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第
六
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
が
十
月
二
二
日
、
閣

議
決
定
さ
れ
た
。
三
年
ぶ
り
の
改
定
。
同
計
画
策
定
に

向
け
て
は
、
総
合
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
調
査
会
で
昨
秋
よ

り
議
論
が
本
格
化
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
、
昨
冬
の

寒
波
到
来
時
の
電
力
需
給
や
Ｌ
Ｎ
Ｇ
市
場
、
菅
義
偉
首

相
（
当
時
）
に
よ
る
「
二
○
五
○
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」
実
現
宣
言
へ
の
対
応
な
ど
が
視
座
と
な
り
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
や
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
よ
る
電
源

別
の
発
電
コ
ス
ト
に
関
す
る
精
査
、
二
○
五
○
年
を
見

据
え
た
複
数
シ
ナ
リ
オ
分
析
も
行
わ
れ
た
。
八
月
四
日

の
同
調
査
会
基
本
政
策
分
科
会
で
案
文
が
確
定
。
そ
の

後
、
九
月
三
日
～
十
月
四
日
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
付
さ
れ
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
よ
る
と
期
間
中

に
寄
せ
ら
れ

た
意
見
は
約

六
千
四
百
件
に

上
っ
た
。

　

新
た
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
基
本
計

画
は
、
引
き
続

き
「
Ｓ
＋
３
Ｅ
」

（
安
全
性
、
安

定
供
給
、
経
済

効
率
性
、
環
境

へ
の
適
合
）
に

重
点
を
置
い
て

お
り
、「
二
○
五
○
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の

実
現
に
向
け
て
は
、
経
済
産
業
省
が
六
月
に
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
を
加
速
化
す
べ
く
一
四
の
産
業
分
野
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
策
定
し
た
「
グ
リ
ー
ン
成
長
戦

略
」も
盛
り
込
ま
れ
た
。
同
基
本
計
画
の
関
連
資
料「
二

○
三
○
年
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
見
通
し
」
で
、

電
源
構
成
（
発
電
電
力
量
に
占
め
る
割
合
）
は
、
石
油

二
％
、
石
炭
一
九
％
、
Ｌ
Ｎ
Ｇ
二
○
％
、
原
子
力
二
○

～
二
二
％
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
三
六
～
三
八
％
、

水
素
・
ア
ン
モ
ニ
ア
一
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
の
閣
議
決
定
を
受
け
、
萩

生
田
光
一
経
産
相
は
談
話
を
発
表
。
そ
の
中
で
、「
福

島
復
興
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
、
い
か
な
る
事

情
よ
り
も
安
全
性
を
最
優
先
と
す
る
こ
と
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
を
進
め
る
上
で
大
前
提
」
と
の
認
識
を

改
め
て
示
し
た
上
で
、「
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
関
係

省
庁
と
連
携
し
な
が
ら
、
全
力
を
あ
げ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
し
て
い
る
。

　

電
気
事
業
連
合
会
の
池
辺
和
弘
会
長
は
、「
二
○
五

○
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
目
指
し
、
今
後
あ
ら

ゆ
る
可
能
性
を
排
除
せ
ず
に
脱
炭
素
の
た
め
の
施
策

を
展
開
す
る
と
い
う
、
わ
が
国
の
強
い
決
意
が
示
さ

れ
て
お
り
、
大
変
意
義
が
あ
る
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を

発
表
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
力
電
源
化
、
原

子
燃
料
サ
イ
ク
ル
を
含
む
原
子
力
発
電
の
安
全
を
大

前
提
と
し
た
最
大
限
の
活
用
、
高
効
率
化
や
低
・
炭

素
化
さ
れ
た
火
力
発
電
の
継
続
活
用
な
ど
、
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
実
現
と
と
も

に
、
昨
今
の
化
石
燃
料
価
格
高
騰
に
伴
う
電
力
供
給
・

価
格
へ
の
影
響
に
も
鑑
み
、
国
に
対
し
、
科
学
的
根

拠
に
基
づ
い
た
現
実
的
な
政
策
立
案
を
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
原
産
協
会
の
新
井
史
朗
理
事
長
は
、
理
事
長

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
表
。「
二
○
五
○
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
」
を
実
現
す
る
た
め
、
同
基
本
計
画
が
、
原
子

力
に
つ
い
て
「
必
要
な
規
模
を
持
続
的
に
活
用
し
て
い

く
」
と
し
た
こ
と
に
関
し
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

の
脱
炭
素
化
に
お
け
る
原
子
力
の
貢
献
に
対
す
る
期

待
が
示
さ
れ
た
」、「
原
子
力
産
業
界
と
し
て
は
、
そ
の

責
任
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
今
月
の
ウ
ィ
ー
ン
と
京
都
の
対
比
で
は
、
両

市
出
身
の
偉
大
な
生
理
学
・
医
学
者
（
そ
の
一
）
を
紹

介
し
た
い
。
ロ
ー
ベ
ル
ト
・
バ
ー
ラ
ー
ニ
は
一
八
七
六

年
に
ウ
ィ
ー
ン
に
生
ま
れ
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
で
耳
鼻

咽
喉
学
を
学
び
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ

ン
市
立
病
院
内
科
に
勤
務
。
一
九
○
二
年
に
は
ウ
ィ
ー

ン
総
合
病
院
で
外
科
医
と
し
て
研
鑽
を
積
む
。
○
三

年
に
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
医
学
部
外
科
学
教
室
に
就
く
。

○
五
年
に
耳
鼻
科
学
の
創
始
者
と
呼
ば
れ
た
Ｈ
・
デ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
ポ
リ
ッ
ツ
ア
ー
の
助
手
と
な
る
。
め
ま
い

の
研
究
を
進
め
、
内
耳
に
水
を
注
入
す
る
と
め
ま
い
に

加
え
、
不
随
意
眼
球
運
動
が
起
こ
る
こ
と
、
温
水
と
冷

水
で
は
逆
方
向
の
眼
球
運
動
が
起
こ
る
こ
と
を
確
認
。

眼
球
運
動
は
三
半
規
管
を
満
た
す
リ
ン
パ
液
の
対
流

に
よ
る
こ
と
、
水
の
温
度
に
よ
っ
て
対
流
の
方
向
が

逆
に
な
る
こ
と
、
三
半
規
管
内
の
感
覚
毛
こ
そ
が
体

の
位
置
感
覚
を
生
む
こ
と
を
確
認
。
こ
れ
を
応
用
し
、

水
を
使
っ
た
試
験
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
耳
の
疾
患
の

診
断
法
を
確
立
。
こ
れ
ら
の
功
績
に
対
し
、
一
四
年
、

講
師
時
に
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
医
学
賞
を
受
賞
し
た
。
第

一
次
世
界
大
戦
に
は
軍
医
と
し
て
従
軍
、
ロ
シ
ア
軍

の
捕
虜
と
な
っ
た
が
病
に
よ
り
釈
放
。
二
七
年
に
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ウ
プ
サ
ラ
大
学
教
授
に
就
任
し
た
。

　

一
方
、
利
根
川
進
博
士
は
一
九
三
九
年
に
名
古
屋
に

生
ま
れ
、
東
京
日
比
谷
高
校
卒
業
後
、
五
九
年
に
京

都
大
学
理
学
部
に
入
学
し
、
化
学
科
を
卒
業
後
は
同

大
学
院
理
学
研
究
科
に
進
学
、
同
大
学
ウ
イ
ル
ス
研

究
所
の
渡
辺
格
教
授
に
師
事
す
る
も
の
の
、
同
教
授

の
薦
め
も
あ
り
中
退
し
て
、
分
子
生
物
学
を
研
究
す

る
た
め
六
三
年
、
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
へ
留
学
し
た
。
六
八

年
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
校
博
士
課

程
を
修
了
後
の
六
九
年
、
米
ソ
ー
ク
研
究
所
・
ダ
ル

ベ
ッ
コ
研
究
室
で
ポ
ス
ト
・
ド
ク
タ
ー
研
究
員
と
な
り
、

七
一
年
に
は
ス
イ
ス
の
バ
ー
ゼ
ル
免
疫
学
研
究
所
の

主
任
研
究
員
と
し
て
、
私
た
ち
の
体
が
さ
ま
ざ
ま
な
ウ

イ
ル
ス
・
病
原
菌
の
種
類
一
つ
一
つ
に
合
わ
せ
て
抗
体

を
作
れ
る
の
は
、
遺
伝
子
が
変
化
す
る
た
め
、
と
い

う
事
実
を
世
界
で
初
め
て
突
き
止
め
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
工
科
大
学
生
物
学
部
お
よ
び
が
ん
研
究
所
教

授
時
の
八
七
年
に
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
の
特
異
な
遺
伝

子
構
造
を
解
明
し
た
功
績
に
よ
り
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
を
受
賞
し
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大

学
ピ
カ
ウ
ア
学
習
・
記
憶
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
、
理

化
学
研
究
所
脳
科
学
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
沖
縄

科
学
技
術
大
学
院
大
学
学
園
理
事
な
ど
を
歴
任
し
た
。

　

余
談
で
あ
る
が
、
筆
者
は
小
学
生
の
頃
、
三
半
規

管
の
働
き
が
不
十
分
だ
っ
た
の
か
良
く
乗
り
物
酔
い

を
し
た
が
、
大
人
に
な
っ
て
治
っ
た
。
科
学
を
目
指

す
若
者
に
向
け
た
「
大
切
な
こ
と
は
問
題
を
見
つ
け

る
能
力
、
そ
れ
を
あ
き
ら
め
ず
に
解
決
す
る
能
力
、

そ
れ
自
体
を
楽
し
め
る
能
力
、
そ
し
て
柔
軟
性
」
と

の
利
根
川
博
士
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
貴
重
で
あ
る
。
今

月
も
両
市
に
関
連
す
る
偉
大
な
生
理
学
・
医
学
者
を

紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
た
幸
運
に
感
謝
し
つ
つ
、
編

集
部
に
撮
影
を
お
願
い
し
た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
内
に
あ

る
バ
ー
ラ
ー
ニ
の
フ
ォ
ト
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

■ 

杉
本
純  

元
京
都
大
学
教
授

　
　
　
　
　

 

元
原
子
力
機
構
ウ
ィ
ー
ン
事
務
所
長
■

杉
本
純
の 

原
子
力
の
話 

Ⅱ 　

 

ウ
ィ
ー
ン
と 

京
都  
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杉本純の原子力の話Ⅱ 「ウィーンと京都」 の第１回からの全記事が次のサイトに掲載されています ：  http://wattandedison.com/Sugimoto.html
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ロックダウンinウィーン
感染者増加と病床切迫によりオーストリア全土で
11月 22日からロックダウンに突入。12月 12日
まで続くことが11月29日に発表された。劇場や
商店などが閉鎖され、全日外出制限ではあるが、
郵便局・銀行・薬局・タバコ屋・花屋・食料品店・
スーパーマーケット・ドラッグストアなどは開店、
スキー・スケート場も営業可、通勤・通学・生活必
需品買出し・散歩などでの外出は許可されている。

https://www.jaif.or.jp/journal/japan/10284.html


